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町
民
本
位
の
議
会
を
め
ざ
し
て

去
る
５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
改
選
後
の
第

１
回
会
議
に
お
き
ま
し
て
、
再
度
議
長
職
を
務
め
さ
せ

て
頂
く
事
に
な
り
、
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染

症
が
世
界
中
に
蔓
延
し
て
人
命
を
は
じ
め
、
経
済
ま
で

も
お
び
や
か
し
、
そ
の
影
響
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の

あさぎり町議会議長

德永　正道
あさぎり町議会副議長

森岡　勉

が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
７
月
４
日
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
事
が

な
い
よ
う
な
豪
雨
災
害
が
発
生
、
町
内
外
に
多
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
早
期
の
復
旧
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
方
に
議
会
を
代
表
致
し
ま
し
て
、
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
議
会
と
致
し
ま
し
て

も
被
災
さ
れ
た
町
民
の
方
々
の
一
日
も
早
い
安
心
な
生

活
の
確
保
と
生
活
支
援
の
対
策
を
執
行
部
共
々
に
進
め

て
行
く
所
存
で
す
。
そ
の
為
に
は
議
会
と
執
行
部
が

し
っ
か
り
と
向
き
合
い
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
対
策

を
講
じ
て
い
く
事
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
期

よ
り
議
員
定
数
も
14
議
席
と
な
り
議
会
の
責
任
も
重
く

な
り
ま
す
。
議
員
各
位
一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
皆
様
の

負
託
に
応
え
て
参
り
た
い
と
決
意
も
新
た
に
し
て
い
る

所
で
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

対
話
重
視

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
世
界
的
な
非
常
事
態
で
、
地
方

自
治
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
収

束
を
念
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
今
回
副
議
長
の
任
を
受
け
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
と
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

合
併
17
年
、
本
町
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
が
進

み
人
口
減
少
も
進
ん
で
い
る
中
、
国
は
地
方
創
生
に

向
け
地
方
に
創
意
を
求
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
選
に
よ
り
議
員
定
数
を
減
じ
て
、
新

た
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
各
位
の
積
極
的

な
活
動
と
、
資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

執
行
部
と
は
、
是
々
非
々
で
対
峙
し
つ
つ
も
「
対

話
を
重
視
し
、必
要
な
取
組
に
は
協
力
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
議
論
を
通
し
町
民
の
不
満
や
不
安
を
取
り
除
く
責

任
を
持
て
る
議
会
を
目
指
し
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
職
責
を
専
心
誠
意
努
め
る

覚
悟
で
御
座
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
を
頂

き
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新正副議長就任のご挨拶
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難波　文美 議員
　令和の時代を迎え、自然環境や国際社会は都市や地方の別なく
私たちの生活に大きな影響を与えており、戦後から平成までの『平
和』だと思われた時代は地震や豪雨、そしてウイルス感染による
経済危機などで一変しました。今後は、より地域の実情に合致す
る行政判断が重要です。皆様と共に生きるあさぎり町が良い方向
に向かうよう広い視野と高いアンテナを持ち、議会と町の実態を
しっかりとお伝えする活動を真摯に続けて参ります。

小谷　節雄 議員
　この度初めて議席を与えて頂いた立場から、40余年の公務員
生活並びに各種社会活動等での経験を、如何にして議会活動を
通して地域還元に繋げるか？と、自問自答する日々です。
　自分なりの特徴を活かし、地域間はもとより世代間・業種間・
男女間等での「均衡を図る」ことを基本的な判断基準とし、持
続可能な財政運営をはじめとする山積する諸課題に対して、正
面から誠実に取り組んでまいります。

岩本　恭典 議員
　今回の新型コロナウイルス感染で、私達の生活は以前と変化す
ると思われます。景気が悪くなると、その影響を直接受けるのは
地方および経済的弱者です。
　町民全体の福祉の向上を目指して活動する事が議員の仕事です
が、先行きが不安な状況にあっては、少数意見に謙虚に耳を傾け、
代弁者として町政に反映する事も議員の大事な役目と考えます。
　そして、町民皆様の「力」と「智恵」と「行動力」であさぎり
町の未来を創っていきましょう。

加賀山　瑞津子 議員
　今までの福祉・教育現場での経験を生かしながら、赤ちゃんから
お年寄りの方までの暮らしの安心安全を第一に一期目から変わらぬ
想いでこれからも「健幸」のまちづくりに取り組んでまいります。
併せて、三期目は「即行動・即実行」をモットーに、新型コロナ感
染症対策や防災・生活支援等にむけて、正しいわかりやすい情報の
発信にも努めてまいります。ご支援、ご協力よろしくお願いします。

１

２

３

４
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橋本　誠 議員
　「皆さまの声を、思いを町政に」をスローガンに掲げ、目の前
の課題と向きあい、５年・10年先を見据えた地域をつなぎ、将
来を担う人づくりを念頭に、町民の代表としての自覚を忘れず、
全ての事柄に対して “誠実に ”真摯に取り組んでいきます。

豊永　喜一 議員
　新型コロナウイルス感染症の影響で世界中が大きく揺れ動く
中、一日でも早くワクチンが開発され、もとの生活に戻れる様、
我々も新しい生活様式を守りながら終息を願うばかりです。町政
も様々な課題が山積しています。今期も決意を新たに、初心を忘
れず、原点回帰、「住民福祉の向上」を目指して、住民の皆様の
声を誠心誠意、熱意をもって取り組み、是々非々の姿勢で臨み、
あさぎり町に住んで良かったと思える様、全力で頑張ります。

小出　高明 議員
　新型コロナ問題で世界中が揺れる中、あさぎり町に於いても、
商工、農林業等、生活経済に多大な影響が出ており、その難題
解決に向けて手助けが出来る様、執行部、議会が知恵を出しあ
い、一丸となって取り組んで行きます。又、限られた財政の中で、
町民の方の幸福度を上げる為、何が必要なのかを常に考え、融
和で活気ある町、若者が残り、福祉にやさしい町、そして、災
害に強く、安心して暮らせる町づくりを目指し努めていきます。

山口　和幸 議員
　地方自治体は、首長と議員をともに住民が直接選ぶ、二元代
表制をとっています。議会と首長が対等の機関として、地方自
治体の運営の基本的な方針を決定（議決）し、その執行を監視し、
積極的政策提案を通して政策形成の場となることが本来の二元
代表制の姿です。
　効率的で分かりやすい議会運営、住民の意見を反映した「開
かれた議会」を目指し、積極的な政策立案を行なう、あさぎり
町議会基本条例の理念に基づき、活動をしてまいります。

５

６

７

８
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小見田　和行 議員
　農業一筋（葉タバコ・メロン）45年、農家の戸数も若者も減
り、あさぎり町の基幹産業である農業林業の根幹が揺らいでい
る様に感じています。このままでは農村の宝である豊かな自然、
人情までもが後世に継承できないのではないかと危惧します。
　中央と地方の均衡を取り戻し、幸福度の高い日本国、あさぎ
り町となる様、あらゆる角度から政治活動に取り組みたいと思っ
ております。住民の皆様の叱咤激励を御願いします。

永井　英治 議員
　現在、世界中で猛威を振るう新型コロナウイルス。同じくここ
数年多発する自然災害等、その対策を講じることが先決となり、
なかなか先の見通しが立てづらい今だからこそ、行政と議会、そ
して町民の皆様が一丸となったまちづくりへの取り組みが必要で
す。私も3期12年の経験を活かしながらも、初心を忘れる事なく、
町執行部に対しまして、また議会の中にありましても「和して同
ぜず」の精神で住みよいあさぎり町になるよう努めてまいります。

皆越　てる子 議員
　新型コロナウイルス感染症が発生し、日本はもとより世界中が
新生活運動という新たな取り組みを展開されようとする中、まず
は疲弊しているあさぎり町の経済回復に執行部と議論を重ね、一
日も早く元の生活ができるよう頑張っていかなければと考える。
　今期のスローガンは「町民おひとりお一人に寄り添いながらの
町づくり」を掲げ、負担の少ない心身ともに健康で暮らしやすい
町へ向けて頑張ります。

溝口　峰男 議員
　「おかしな事をおかしい」と言わなかったら私が皆さんの代表
としてあり続ける意味はない。
　このことを胸に秘め皆さんが、「安心・安全な暮らしができる町」
づくりを進める為に具体的施策をしっかり提言してまいります。
　あさぎり町が誕生して18年「合併して良かったね」の声があ
ちこちから聞こえるよう、これまでの経験を生かし議員活動に邁
進してまいります。

９

10

11

12
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委
員
長　

溝
口　

峰
男

　

次
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い

た
め
、
公
共
施
設
等
の
適
切
な

規
模
と
あ
り
方
を
検
討
し
、
今

後
の
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
基
本
的
な
方
針
を
示
す
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
が

平
成
29
年
３
月
に
策
定
さ
れ

た
。
そ
れ
を
具
体
化
す
る
べ
き

「
個
別
施
設
計
画
」
を
策
定
す

る
。
そ
れ
に
は
建
築
物
耐
震
改

修
促
進
計
画
・
橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
・
町
営
住
宅
長
寿
命

化
計
画
・
地
域
防
災
計
画
等
と

の
整
合
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
新
た
に
第

２
庁
舎
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い

る
の
で
、
将
来
を
見
据
え
た
議

論
を
踏
ま
え
結
論
を
見
出
し
て

ま
い
り
ま
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
特
別
委
員
会

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

橋
本　
　

誠

　

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員

会
の
設
置
に
関
す
る
議
案
「
各

議
員
が
基
本
条
例
を
理
解
し
、

発
言
・
行
動
を
し
て
き
た
の
か

検
証
す
る
と
と
も
に
今
後
さ
ら

に
町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く

議
員
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
す

る
た
め
特
別
委
員
会
を
設
置

し
研
鑽
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
議
員
の
な
り
て
不
足
が
危
惧

さ
れ
る
状
況
に
あ
り
多
様
な
人

材
を
確
保
す
る
た
め
の
環
境
整

備
に
向
け
議
員
報
酬
の
在
り
方

等
を
含
め
課
題
解
決
を
諮
る
調

査
が
必
要
で
あ
る
」
が
可
決
さ

れ
令
和
２
年
６
月
12
日
発
足
致

し
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
は
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
議
長

を
除
く
13
名
の
議
員
で
構
成
さ

れ
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

常
任
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員
会
・
一
部
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本
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監
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委
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第４回会議 一般会計補正予算（第７号）

歳入・歳出それぞれ４，０４４万５千円を増額し

１２８億３，８０４万４千円
主なものとして
商工業経営持続化補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３，０００万円
学校支援員配置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８２３万３千円

総額

第２回会議 一般会計補正予算（第５号）

歳入・歳出それぞれ4，225万円を増額し

１２５億２，１６９万４千円
主なものとして
公有財産購入費（あさぎり駅前東側駐車場用地）・・・・・・・２，４００万円
雇用調整助成金等申請補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・３００万円
防災管理費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８６１万５千円

総額

第３回会議 一般会計補正予算（第６号）

歳入・歳出それぞれ２億７，５９０万５千円を増額し

１２７億９，７５９万９千円
主なものとして
生活応援給付金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７，５７５万円
おまけつき商品券発行事業補助金・・・・・・・・・・・・・・２，０００万円
タブレット端末整備費（GIGAスクール構想）・・・・・・１億９７６万３千円

総額

令和２年度第２回・第３回会議表決一覧表（※反対者のみ×印記載）
氏　名　

　議　案
小
谷
岩
本
難
波
加
賀
山
橋
本
小
出
豊
永
山
口
永
井
皆
越
小
見
田
溝
口
森
岡
徳
永

第 

２ 

回

修正動議 ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第３号 令和２年度あさぎり町一般会計補正予算（第５
号）について × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ○ ○ × ○

第 

３ 

回

議案第12号 あさぎり町中心市街地活性化推進委員会設置条
例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第２号 公共施設マネジメント調査特別委員会設置に関
する決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第３号 議会活性化調査特別委員会設置に関する決議に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 ふれあい福祉センター改修工事請負契約の締結
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第２号 あさぎり町教育委員の任命同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５月22日（金）

６月９日（火）～12日（金）

６月30日（火）
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基
金
の
運
用
は

定
期
預
金
と
国
債
等
の
債

権
で
運
用
し
て
い
る
。
財
源
等
に

補
て
ん
す
る
基
金
の
取
り
崩
し
は

預
金
の
方
で
あ
る
程
度
対
応
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
債
権
は
10
年

物
・
20
年
物
と
超
長
期
の
債
権
を

分
け
て
運
用
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
派
遣
職

員
負
担
金
は

定
員
管
理
計
画
の
中
で
専
門

職
の
必
要
性
は
十
分
検
討
し
て
い

る
が
、
昨
年
採
用
し
た
が
中
途
退

職
と
い
う
事
情
で
、
協
議
会
の
社

会
福
祉
士
を
今
年
は
派
遣
い
た
だ

き
児
童
福
祉
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

健
康
教
室
運
動
指
導
業
務
委

託
料
10
月
か
ら
始
め
て
週
４
回
実

施
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
詳
細
に

説
明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

９
月
よ
り
１
０
０
名
程
度

募
集
し
、
週
４
回
25
名
ず
つ
の
教

問答

が
満
了
し
た
委
員
も
こ
の
中
に
は

含
ま
れ
て
い
る
。
当
初
予
算
の
中

で
は
本
年
度
も
継
続
し
て
附
属
機

関
等
は
設
置
し
て
い
た
だ
く
予
算

化
は
し
て
い
る
。
空
白
の
期
間
が

あ
る
と
い
う
の
は
大
変
良
く
な
い

こ
と
な
の
で
、
今
後
今
年
度
の
会

議
の
進
捗
に
よ
っ
て
委
員
等
が

委
嘱
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

な
る
。Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
伴
う
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
の

前
倒
し
５
年
・
導
入
後
の
効
果
、

使
い
勝
手
の
確
認
と
活
用
計
画
や

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
の
対

応
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
使
う
と

い
う
よ
う
な
授
業
の
流
れ
の
も
の

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
人
一
台

の
端
末
機
を
配
布
し
、
指
導
者
が

一
人
一
人
の
状
況
を
き
ち
ん
と
授

業
の
中
で
つ
か
み
、
状
況
に
応
じ

た
丁
寧
な
授
業
の
展
開
も
重
要
で

あ
る
。
今
後
は
学
習
ソ
フ
ト
を
入

れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
持
ち
帰
っ

て
家
庭
で
の
学
習
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
も
早
急
に
取
り
入
れ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

審
議
内
容
の
抜
粋

問答 第
３
回
会
議
（
６
月
定
例
日
）

問

室
を
開
催
予
定
。
参
加
者
の
方
は

週
１
回
教
室
へ
出
向
い
て
い
た
だ

き
、
他
は
自
宅
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
あ
っ
た
り
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
よ

う
な
計
画
で
い
る
。
場
所
と
し
て

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
関
係
も

あ
る
の
で
、
免
田
の
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
隣
の
体
育
館
を
予
定
し

て
い
る
。

そ
の
他
の
特
別
職
で
19
名
の

増
加
を
説
明
さ
れ
た
が
、
４
月
よ

り
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
の
に
、

３
月
31
日
で
特
別
職
の
任
期
が
切

れ
、
継
続
で
き
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
も
聞
い
て
い
る
が
進
捗
状
況

を
問
う昨

年
度
末
で
特
別
職
の
任
期

問答

問答

　

第
２
回
会
議
（
５
月
22
日
）
で
令

和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
中

の
あ
さ
ぎ
り
町
駅
前
東
側
駐
車
場
の

用
地
購
入
費
を
削
除
す
る
修
正
動
議

が
提
出
さ
れ
た
。
理
由
と
し
て
は

「
土
地
の
取
得
に
は
反
対
で
は
な
い

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
出
て
お
り
、
生
活

に
困
窮
さ
れ
て
い
る
人
も
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
も
見
え
な
い

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
土
地
購
入
は
町
民

の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
」
と
指
摘
。
採

決
の
結
果
、
賛
成
６
、
反
対
７
の
賛
成

少
数
で
否
決
し
た
。

答

東側駐車場

修
正
動
議
を
否
決
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第３回会議条例改正

議案第 4号　あさぎり町税条例の一部を改正する条例の制定について
（新型コロナウイルス感染症等に係る徴収猶予の特例に係る手続き等）

議案第 5号　あさぎり町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
（長期譲渡所得に係る国民健康保険税の課税の特例等）

議案第 6号　あさぎり町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子
ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について
（特定教育・保育施設等との連携等）

議案第 7号　あさぎり町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について
（保育所等との連携等）

議案第 8号　あさぎり町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について
（指定都市の次に中核市を加える）

議案第 9号　あさぎり町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
（新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少したこと等によ
る第1号被保険者介護保険料の減免措置を実施する）

議案第 10号 あさぎり町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
（新型コロナウイルス感染症対策として傷病手当金を支給する）

議案第 11号 あさぎり町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
（熊本県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部改
正〔傷病手当金の支給〕）

議案第 12号 あさぎり町中心市街地活性化推進委員会設置条例の一部を改正する条
例の制定について
（委員会の委員等を増員し〔10人→20人以内〕、委員会の充実を図るた
め〔オブザーバーの設置〕）
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一
般
質
問

令
和
２
年
３
月
号
の

広
報
あ
さ
ぎ
り
、
モ

デ
ル
と
な
っ
て
頂
き
ま
し
た

「
節
子
さ
ん
」
「
運
転
手
」

の
方
ご
協
力
有
難
う
御
座
い

ま
し
た
。

　
現
在
の
利
用
状
況
は
。

ま
ず
は
登
録
さ
れ
た
方

が
昨
年
の
10
月
末
で

は
４
５
９
名
・
５
月
末
で
は

６
３
０
名
で
、
1.4
倍
の
伸
び
。

利
用
者
で
は
男
性
２
２
３
名
・

女
性
４
０
７
名
で
、
約
35
％
が

男
性
・
65
％
女
性
で
、
一
日
平

均
は
令
和
元
年
10
月
16・３
人
・

令
和
２
年
５
月
は
20
・
３
人
で

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
い
う
こ

と
で
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
利
用

者
が
多
い
曜
日
は
金
曜
日
で
、

乗
車
が
多
い
順
で
は
あ
さ
ぎ
り

駅
・
サ
ン
ロ
ー
ド
免
田
店
・
犬

童
内
科
・
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
。

降
車
は
あ
さ
ぎ
り
駅
・
犬
童
内

科
・
サ
ン
ロ
ー
ド
免
田
店
。

岡
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
し
た
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
と
の
意
見

交
換
会
で
の
質
問
等
に
対
す
る

執
行
部
の
考
え
は
。

多
良
木
公
立
病
院
ま
で

い
け
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
地
域
交
通
会
議

の
承
認
・
運
輸
支
局
等
の
協
議

も
必
要
に
な
る
。
昼
休
み
も
運

行
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
要
望
も
多
い
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
タ
ク
シ
ー
業
者

と
の
協
議
も
し
て
い
る
が
、
地

域
公
共
交
通
会
議
に
諮
り
、
今

後
の
検
討
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
業

者
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
。

令
和
２
年
度
予
算
で

ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
に
つ

い
て
の
予
算
化
も
し
て
い
る
の

で
、
広
報
紙
等
に
よ
り
広
く
周
知

を
行
い
募
集
を
し
て
い
き
た
い
。

３
月
号
の
広
報
紙
「
よ

か
で
す
ば
い
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
が
く
れ
た
も
の
」
町

民
か
ら
の
意
見
は
。

広
報
特
集
を
組
ん
だ
こ

と
に
よ
っ
て
、
広
く
町

民
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

新型コロナウイルス感染症対策については、執行部が国・県・
町との協議を図りながら現在進行中というようなことを踏ま
え、６月議会での一般質問は自粛し、執行部と議会の全員協議
会において、議論を重ねていくということで了承した。

問生
活
福
祉
課
長

皆越　てる子 議員
Minagoshi　Teruko

デ
マ
ン
ド
交
通
は問生

活
福
祉
課
長

問生
活
福
祉
課
長

問生
活
福
祉
課
長
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一
般
質
問

６月定例日における一般質問に
ついて全員協議会を開催

合
併
特
例
措
置
終
了

後
の
影
響
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
今
後
の
各
種
計
画

を
策
定
さ
れ
る
の
か
。

合
併
特
例
債
が
使
え

る
間
は
、
起
債
償
還

額
は
増
加
傾
向
に
な
り
、
基

金
残
高
も
減
少
し
て
い
く
。

普
通
交
付
税
額
は
第

三
次
行
革
プ
ラ
ン
策

定
時
よ
り
も
好
転
を
し
て

い
る
が
、
経
常
収
支
比
率

は
平
成
30
年
度
で
は
88
・

８
ポ
イ
ン
ト
と
厳
し
い
財
政

状
況
。
合
併
特
例
債
償
還
残

高
は
32
億
８
，
０
０
０
万

円
で
、
起
債
全
体
で
は

１
０
４
億
９
，
０
０
０
万
程

度
の
地
方
債
残
高
と
な
っ
て

い
る
。合

併
自
治
体
特
有
の

課
題
と
し
て
、
遊
休

施
設
等
の
利
活
用
や
場
合
に

よ
っ
て
は
解
体
、
高
度
成
長

期
に
整
備
が
進
ん
だ
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
更
新
な
ど
、
重
い

財
政
負
担
が
今
後
迫
っ
て
く

る
。
各
種
計
画
の
策
定
や
見

直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
財
調
基
金
の
充
当
を
念

頭
に
財
政
計
画
を
つ
く
る
べ

き
で
は
な
い
。
昨
今
頻
発
す

る
自
然
災
害
等
に
対
し
て
の

財
政
的
な
備
え
も
必
要
で
、

後
年
度
負
担
を
増
や
さ
な
い

よ
う
財
政
規
律
を
厳
守
す
べ

き
だ
。財

調
基
金
は
恒
常
的
に

使
う
も
の
で
は
な
い
。

財
政
の
不
安
に
つ
い
て
は
常

日
頃
か
ら
事
あ
る
こ
と
を
想

定
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
全
体
計
画

で
は
、
今
後
40
年
間
で
１
，

１
７
０
億
円
程
度
の
費
用
が

か
か
り
、
年
間
当
た
り
18
億

円
位
不
足
す
る
と
い
う
計
画

な
の
で
、
個
別
計
画
に
あ

た
っ
て
は
、
将
来
の
人
口
財

政
規
模
に
合
っ
た
公
共
施
設

の
適
正
化
を
行
い
、
維
持
管

理
費
用
や
更
新
費
用
の
削
減

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

今
町
長
は
急
ぎ
す
ぎ

で
は
な
い
か
と
い
う

見
方
も
一
部
に
は
あ
る
が
、

今
後
特
例
措
置
終
了
後
の
財

政
規
模
は
縮
小
せ
ざ
る
を
得

ず
、
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
か

ら
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
へ
転
換

し
、
必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

合
併
特
例
債
が
あ
と

４
年
な
の
で
、
あ
れ

も
こ
れ
も
取
り
か
か
っ
て
お

り
、
今
の
あ
さ
ぎ
り
町
に
は

必
要
か
と
思
う
。

小谷　節雄 議員
Kotani　Setsuo

財
政
運
営
に
関
し
て
の

基
本
的
な
考
え
方
は

問町
長

問

町
長

企
画
財
政
課
長問

町
長

企
画
財
政
課
長

解体予定の深田保健センター
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一
般
質
問

今
後
の
人
口
減
少
の

課
題
と
対
策
は

橋本　誠 議員
Hashimoto　Makoto

町
の
人
口
の
合
併
か
ら

現
在
ま
で
の
推
移
は
。

合
併
時
の
人
口
１
万
８
，

２
１
７
人
、
令
和
２
年

４
月
１
日
１
万
５
，
１
３
４

人
と
約
３
，
０
０
０
人
が
減

り
、
約
17
％
減
少
。
出
生
数

平
成
15
年
１
５
１
人
〜
令
和

元
年
90
人
。

人
口
減
少
に
対
応
す
る

ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
し
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

出
生
率
の
向
上
は
大
事

だ
。
転
出
を
抑
制
し
若

い
人
の
転
入
を
計
る
事
が
必

要
。
ま
た
関
係
人
口
を
増
や

す
事
も
重
要
。

実
際
に
各
課
が
取
り
組

む
事
業
は
。

雇
用
の
場
の
確
保
、
空

き
家
対
策
、
結
婚
対

策
、
少
子
化
、
雇
用
対
策
、

定
住
対
策
に
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン

ト
開
催
、
出
会
い
の
場
を
提

供
。

出
生
祝
い
金
、
中
学
校

卒
業
ま
で
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
。
３
〜
５
歳
児
ま

で
保
育
料
無
償
。
学
童
ク
ラ

ブ
の
支
援
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
。

小
学
校
児
童
の
社
会
体

育
へ
の
支
援
。

ま
ち
ひ
と
仕
事
創
生
戦

略
の
中
で
、
人
口
減
少

を
和
ら
げ
る
若
者
が
活
躍
す

る
具
体
的
な
施
策
と
事
業
。

駅
前
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
性
化
、
情
報
発
信
評
価
等

マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
作
り
は
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
を
整
え
て
対
応
し
て
い

き
た
い
。ＳＷ

Ｃ
に
よ
り
歩
く
町

並
み
、
健
康
づ
く
り
を

考
え
た
駅
前
再
開
発
に
結
び

つ
け
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

現
状
と
受
け
入
れ
体
制

の
検
証
は
。

新
た
な
担
い
手
の
育
成

と
し
て
協
力
隊
を
採
用

し
現
在
研
修
中
で
あ
る
。

採
用
に
当
た
っ
て
は
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も

た
せ
る
必
要
が
あ
る
。

反
省
点
を
生
か
し
ニ
ー

ズ
の
有
る
所
に
募
集
を

行
い
、
３
年
間
の
協
力
隊
を

終
え
定
住
し
て
い
た
だ
く
仕

組
み
づ
く
り
を
し
た
い
。

情
報
基
盤
の
強
化
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
が
東

京
一
極
集
中
是
正
の
切
り
札

に
地
方
創
生
に
向
け
た
関
係

人
口
は
都
市
部
に
生
活
拠
点

を
置
い
た
ま
ま
農
業
や
中
小

企
業
支
援
と
い
っ
た
兼
業
、

副
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
、
地
方
と
提
携
的
に
行

き
来
で
き
る
の
が
特
長
。
東

京
一
極
集
中
の
是
非
、
人
口

減
少
の
克
服
に
つ
い
て
町
長

の
考
え
は
。

ネ
ッ
ト
環
境
は
非
常
に

大
事
。
今
の
ま
ま
で
は

力
不
足
と
感
じ
て
い
る
。
ま

だ
ま
だ
議
論
が
足
り
な
い
所

で
Ｉ
Ｔ
専
門
家
の
力
を
借
り

て
町
の
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備

し
関
係
人
口
を
増
や
し
移
住

定
住
の
促
進
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

問町
民

課
長

町
長 問

問商
工
観
光
課
長

生
活
福
祉
課
長

健
康
推
進
課
長

教
育

課
長問商

工
観
光
課
長問農

林
振
興
課
長

商
工
観
光
課
長

町
長問

町
長

企
画
財
政
課
長



（13）　　令和２年　９月発行

一
般
質
問

小
見
田　

和
行 

議
員

K
o
m
i
t
a　
K
a
z
u
y
u
k
i

未指定文化財の
保護は

約
10
年
前
に
熊
本
大
学

大
学
院
の
伊
藤
龍
一
教

授
に
よ
り
、
人
吉
球
磨
の
古

社
寺
調
査
が
行
わ
れ
、
あ
さ

ぎ
り
町
で
も
10
件
ほ
ど
の
未

指
定
古
社
寺
建
築
物
の
学
術

調
査
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

調
査
結
果
と
、
歴
史
的
、
文

化
的
価
値
感
等
を
管
理
さ
れ

て
い
る
住
民
の
方
々
に
周
知

は
さ
れ
た
の
か
。

21
件
の
古
社
寺
に
つ
い

て
調
査
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
毀
損
が
激
し
く
早

急
な
修
理
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
４
件
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
管
理
者
に
そ
の
内
容
を

伝
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
と

し
て
町
指
定
の
文
化
財
２
件

に
つ
い
て
は
町
等
の
文
化
財

保
存
事
業
補
助
金
を
活
用

さ
れ
修
理
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
未
指
定
文
化
財
２
件
に

つ
い
て
は
、
価
値
あ
る
文
化

財
と
い
う
こ
と
で
文
化
財
保
護

審
議
会
に
諮
り
、
町
指
定
文
化

財
と
し
て
登
録
し
た
上
で
町
の

文
化
財
保
存
事
業
補
助
金
を
活

用
さ
れ
１
件
が
修
理
を
さ
れ
て

い
る
。
残
り
１
件
は
、
当
時
の

ま
ま
の
状
況
で
あ
る
。
残
り
の

分
に
つ
い
て
は
早
急
な
修
繕
が

必
要
な
い
と
い
う
こ
と
で
所
有

者
等
へ
の
報
告
は
現
在
ま
で
し

て
い
な
い
。

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

文
化
財
の
価
値
を
知

り
、
そ
れ
を
後
世
に
継
承
す

る
た
め
に
今
後
、
ど
の
様
な

方
針
で
臨
ま
れ
る
の
か
。

継
承
へ
の
気
運
が
希
薄

化
し
て
い
る
様
に
感
じ

て
い
る
。
地
域
に
生
き
た
文

化
財
と
し
て
保
存
は
大
切
な

事
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ま

ず
は
専
門
家
の
意
見
等
を
ま

と
め
て
、
住
民
の
方
々
に
そ

れ
を
発
信
す
る
事
か
ら
始
め

た
ら
と
考
え
て
い
る
。

未
指
定
文
化
財
の
管
理

を
さ
れ
て
い
る
方
々
の

高
齢
化
で
継
承
も
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
。
貴
重
な
文
化
財
が

滅
失
し
な
い
様
な
取
り
組
み

は
考
え
て
い
る
か
。

未
指
定
文
化
財
で
も
指

定
文
化
財
の
基
準
を
満

た
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
調

査
後
町
の
文
化
財
に
登
録
、

補
助
し
て
い
き
た
い
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

不
足
感
も
あ
る
。
遊
休

町
有
地
を
活
用
し
て
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
み
で
な
く
、
高

齢
者
の
健
康
に
寄
与
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

Ｓ
Ｗ
Ｃ
構
想
の
も
と
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
の
事
業
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
ま
さ
に
総
合
戦
略
室
を
中

心
に
メ
ニ
ュ
ー
作
り
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

教
育

課
長

問教
育

長

問

教
育

課
長問町

長

未指定文化財の一つ皇大神宮（竹野地区）

高
齢
者
の
健
康
増
進
に
向
け

た
遊
休
町
有
地
の
開
放
、
活

用
策
は
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一
般
質
問

町
民
が
共
有
で
き
る

情
報
発
信
の
工
夫
は 加賀山　瑞津子 議員

Kagayama　Mitsuko

目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
変

わ
る
情
勢
下
、
多
種
多

様
な
情
報
の
中
で
正
し
い
情

報
が
し
っ
か
り
と
町
民
に
伝

わ
る
事
が
重
要
で
は
。

今
、
情
報
伝
達
方
法
の

過
渡
期
。
ど
れ
だ
け
町

民
の
方
に
周
知
し
て
い
け
る
か

が
大
き
な
課
題
だ
。
知
人
、
友

人
等
の
小
規
模
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
必
要
性
を
感
じ
取
り
組
み
を

始
め
た
と
こ
ろ
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
音
声
に

つ
い
て
は
高
齢
者
の
方

も
聴
き
や
す
い
工
夫
、
配
慮
が

必
要
。
あ
と
地
区
内
限
定
放
送

の
活
用
の
進
捗
状
況
は
。

行
政
区
単
位
で
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
は
可

能
。
今
ま
で
も
数
件
の
利
用

が
あ
っ
た
。

防
災
の
た
め
の
ラ
ジ
オ

で
あ
る
が
、
配
布
後
の

活
用
の
把
握
は
。

問
い
合
せ
等
に
つ
い
て

は
対
応
し
て
い
る
が
、

使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
把

握
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。

よ
り
身
近
な
放
送
内
容

と
し
て
以
前
町
で
は
朝

夕
音
楽
が
流
れ
て
い
た
が
防

災
ラ
ジ
オ
で
流
す
こ
と
は
出

来
な
い
か
。
町
に
は
素
晴
ら

し
い
町
歌
が
あ
る
が
活
用
し

て
み
て
は
。

区
長
さ
ん
等
か
ら
の

色
々
な
状
況
を
把
握
し

て
暖
か
み
の
あ
る
、
町
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
内
容

の
放
送
を
工
夫
し
て
み
た
い
。

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
あ
さ

ぎ
り
ナ
ビ
」
の
普
及
、

活
用
の
周
知
方
法
は
。

本
年
5
月
か
ら
開リ
リ
ー
ス始
。

広
報
紙
、
Ｈホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
Ｐ
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。

「
あ
さ
ぎ
り
ナ
ビ
」
は

携
帯
電
話
か
ら
町
の

Ｈ
・
Ｐ
・
議
会
中
継
も
見
る

こ
と
が
出
来
る
。
町
や
議
会

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
も
直
ぐ
に
つ
な
が
る
事

は
重
要
だ
。

普
段
使
っ
て
い
な
い
方

で
も
容
易
に
見
た
い
目

的
の
ペ
ー
ジ
に
入
れ
る
事
が

重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
。
今

後
ソ
フ
ト
の
開
発
に
も
力
を

入
れ
た
い
。

「
あ
さ
ぎ
り
ナ
ビ
」
は

防
災
を
担
う
消
防
団
の

皆
さ
ん
や
社
協
・
区
長
・
婦
人

会
・
商
工
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
老
人

会
等
で
も
紹
介
し
て
皆
さ
ん
に

広
げ
て
い
た
だ
い
て
は
。

組
織
で
の
普
及
啓
発
は

大
変
重
要
。
特
に
こ
れ

か
ら
雨
期
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を

控
え
て
お
り
災
害
の
情
報
発
信

の
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

情
報
を
共
有
す
る
こ
と

が
物
事
を
判
断
し
進
め

て
い
く
上
で
一
番
大
事
な
事
・

困
難
な
時
ほ
ど
、
み
ん
な
で
支

え
合
う
心
が
大
切
。
情
報
の
伝

達
方
法
に
は
更
に
勉
強
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

問町
長問

総
務

課
長問総

務
課
長

問副町
長

問総
務

課
長問

町
長問総

務
課
長

町
長

AM

FM

広報紙でも紹介　使って便利　スマホあさぎりナビ

町の安心・安全の情報をしっかり配信
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一
般
質
問

豊
永　

喜
一 

議
員

T
o
y
o
n
a
g
a　
K
i
i
c
h
i

農耕者資格取得及び対策等は

あ
さ
ぎ
り
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
分
野

に
お
い
て
は
、
高
齢
化
、
後

継
者
問
題
等
の
課
題
も
多
く

見
受
け
ら
れ
る
が
、
将
来
ス

マ
ー
ト
農
業
へ
と
転
換
さ
れ

て
い
く
と
思
わ
れ
る
中
で
、

国
は
、
農
作
業
の
効
率
化
に

向
け
た
政
府
の
規
制
改
革

推
進
会
議
の
提
言
を
受
け
、

２
０
１
９
年
４
月
に
道
路
運

送
車
両
法
の
法
案
基
準
が
緩

和
さ
れ
た
。

　

方
向
指
示
器
を
見
え
や
す

い
位
置
に
付
け
る
な
ど
の
条

件
付
き
で
作
業
機
付
き
ト
ラ

ク
タ
ー
走
行
が
認
め
ら
れ

た
。
た
だ
、
各
種
の
作
業
機

を
含
め
て
、
車
幅
が
１
・
７

メ
ー
ト
ル
を
超
す
場
合
は
、

道
路
交
通
法
の
大
型
特
殊
車

両
に
分
類
さ
れ
、
大
型
特
殊

免
許
が
な
い
と
無
免
許
運
転

に
な
る
。
農
機
の
大
型
化
で

基
準
を
越
え
る
サ
イ
ズ
の
作

業
機
も
多
く
、
農
家
は
新
た

な
課
題
に
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

農
業
振
興
を
図
る
た
め
に
も

資
格
取
得
へ
の
補
助
や
対
策

を
問
う
。
ま
ず
は
現
状
と
課

題
は
。道

路
運
送
車
両
法
に
よ

る
と
、
従
来
か
ら
ト
ラ

ク
タ
ー
の
み
の
公
道
走
行
は

で
き
て
い
た
が
、
後
部
に
作

業
機
な
ど
を
付
け
た
状
態
で

は
方
向
指
示
器
等
が
見
え
な

い
と
の
こ
と
か
ら
、
走
行
は

認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
の
規
制
緩
和
は
、
農
家

に
と
っ
て
は
逆
に
締
め
つ
け

が
強
ま
っ
た
と
の
認
識
が
強

い
。
現
在
の
免
許
取
得
に
お

け
る
自
動
車
学
校
等
の
状
況

は
、
多
良
木
が
7
月
ま
で

30
人
程
度
待
ち
の
状
態
、
中

球
磨
が
10
月
中
旬
頃
ま
で
30

人
程
度
の
待
ち
の
状
態
、
ま

た
県
内
で
け
ん
引
免
許
を
取

得
可
能
な
八
代
市
内
の
２
ヶ

所
の
自
動
車
学
校
に
お
い
て

も
、
今
年
の
３
月
頃
か
ら
受

講
の
申
込
み
も
急
増
し
て
お

り
、
一
ヶ
月
程
度
の
待
ち
状

態
で
あ
り
、
課
題
と
し
て

は
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要

と
感
じ
て
い
る
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、

ど
う
い
う
こ
と
を
考
え

て
い
る
か
。

令
和
元
年
度
か
ら
、
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
農
業
経
営
の
た
め

の
免
許
資
格
等
取
得
支
援
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
取
得

時
の
必
要
経
費
の
１
／
２
以

内
、
上
限
の
３
万
円
を
支
援

す
る
も
の
。
本
年
度
は
20
名

を
見
込
ん
で
お
り
、
予
算
額

と
し
て
60
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。支

援
事
業
の
申
請
が
増

え
た
場
合
、
追
加
補
正

の
意
思
は
。

必
要
に
応
じ
て
補
正
を

お
願
い
す
る
。

問

農
林
振
興
課
長

問農
林
振
興
課
長問町

長
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一
般
質
問

溝口　峰男 議員
Mizoguchi　Mineo

町
営
住
宅
の
居
住
環
境

の
整
備
は
、
入
居
者
に

と
っ
て
便
利
で
住
み
や
す
い

快
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町

営
住
宅
は
２
０
８
棟
４
０
３

戸
あ
る
。
今
年
、
町
営
住
宅

長
寿
命
化
計
画
を
見
直
す
時

期
だ
が
現
在
、
建
替
え
団
地

が
４
団
地
計
画
さ
れ
て
い

る
。
免
田
の
下
道
団
地
は
築

47
年
16
棟
72
戸
と
最
も
大
き

い
団
地
で
、
建
替
え
を
令
和

５
年
迄
に
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
計
画
通
り
で

き
る
の
か
。

今
年
、
町
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
を
見
直
し
、

引
き
続
き
住
環
境
の
整
備
を

計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

下
道
団
地
を
建
替
え
る

と
な
る
と
入
居
者
に
一

時
転
居
を
お
願
い
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
現
段
階
で
の
建
替

え
は
難
し
い
部
分
が
あ
る
の

で
、
改
修
の
方
に
方
向
転
換

す
る
方
が
大
き
い
。

団
地
の
空
き
家
に
伴
う

管
理
が
行
き
届
い
て
い

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

空
き
家
も
現
在
13
戸
あ

る
。
若
干
管
理
の
面
で

行
き
届
い
て
い
な
い
部
分
も

あ
っ
て
い
る
の
で
、
徹
底
し

て
管
理
を
し
て
い
く
。

空
き
家
に
入
居
す
る
人

が
、
浴
槽
や
ト
イ
レ
、

シ
ャ
ワ
ー
等
を
整
備
、
修
繕

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

な
団
地
が
あ
る
。
主
要
部
位

の
修
繕
周
期
も
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
最
小
限
の

整
備
は
町
が
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

建
築
年
数
が
古
い
と
こ

ろ
は
整
備
が
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
改
修
計
画
の
中
で

し
っ
か
り
整
備
し
て
い
く
。

町
民
の
生
命
財
産
を
保

護
す
る
と
と
も
に
地
域

の
防
災
の
機
能
を
高
め
る
た

め
に
全
住
宅
の
耐
震
化
を
令

和
7
年
度
迄
に
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
達
成
で

き
る
の
か
。

今
年
、
一
般
住
宅
の
耐

震
化
率
の
集
計
が
出

る
。
目
標
年
度
ま
で
に
達
成

で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
。

県
立
南
稜
高
校
の
農
耕

用
練
習
場
を
拡
充
し

て
、
大
型
特
殊
免
許
の
農
作

業
安
全
講
習
講
座
を
開
設
し

運
転
技
能
試
験
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
熊
本
県
・
公
安
委

員
会
に
要
望
で
き
な
い
か
。

農
業
機
械
の
大
型
に

よ
っ
て
公
道
を
走
る
と

き
に
は
大
型
特
殊
免
許
が
必

要
と
な
っ
た
。
南
稜
高
校
で

講
習
を
実
施
す
る
に
は
課
題

が
多
い
が
需
要
が
高
い
こ
と

で
も
あ
る
の
で
何
と
か
工
夫

し
て
も
ら
え
な
い
か
要
望
し

て
い
く
。

問

町
長問建

設
課
長問

建
設

課
長問町

長

問

建
設

課
長

町
営
住
宅「
下
道
団
地
」の

建
替
え
の
時
期
は

建て替え計画が改修へ変更か？（最古の下道団地）

南稜高校のトラクター練習場

大
型
特
殊
免
許
の
農
作
業
安

全
講
習
講
座
の
開
設
は

農
林
振
興
課
長
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一
般
質
問

難
波　

文
美 

議
員

N
a
n
b
a　
A
y
a
m
i

ラウンドアバウト交差点で
安心安全のまちづくりは

新
型
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

た
め
全
国
的
な
移
動
制

限
が
あ
り
交
通
事
故
全
体
の
件

数
は
減
少
し
た
が
、
死
亡
事
故

に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は

55・４
％
。
町
内
の
交
通
事
故

件
数
と
対
策
は
。

令
和
元
年
度
の
人
身
事

故
は
８
件
、
物
損
事
故

は
１
６
６
件
発
生
し
て
い
る
。

臨
時
休
校
後
の
児
童
生

徒
は
分
散
登
校
し
た

が
、
見
守
り
活
動
の
交
通
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
は
周
知
さ
れ
て
い

た
の
か
。各

小
中
学
校
の
安
心
安

全
メ
ー
ル
を
活
用
し
て

通
知
し
た
が
、
未
登
録
者
に
は

行
き
渡
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。周

知
に
つ
い
て
は
、
防

災
ラ
ジ
オ
の
活
用
も
考

え
る
べ
き
。
交
差
点
で
の
事
故

は
多
く
発
生
し
て
い
る
。
町
内

の
信
号
機
設
置
要
望
箇
所
数
は

６
件
で
あ
る
が
、
設
置
困
難
の

条
件
と
具
体
的
な
交
通
事
故
対

策
は
。該

当
理
由
の
必
須
条
件

は
１
日
１
時
間
の
交
通

量
が
３
０
０
台
で
あ
る
。
町
の

対
策
と
し
て
各
行
政
区
に
交
通

指
導
員
一
名
を
配
置
し
警
察
署

に
よ
る
一
時
停
止
の
取
締
を
重

点
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

平
成
25
年
か
ら
信
号
機

の
な
い
少
な
い
予
算
で

整
備
で
き
る
『
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
交
差
点
』
が
全
国
の
市
町

村
で
広
が
っ
て
お
り
重
大
事
故

が
減
少
し
て
い
る
が
導
入
に
つ

い
て
は
。ど

こ
か
の
交
差
点
で
使

え
る
場
所
が
あ
れ
ば
検

討
す
る
。国

は
約
６
兆
円
の
予
算

で
全
て
の
児
童
生
徒
に

通
信
端
末
を
配
布
し
個
別
最
適

化
さ
れ
た
教
育
を
目
指
し
て
い

る
。
岡
原
地
区
の
調
査
で
は
ワ

イ
フ
ァ
イ
環
境
の
あ
る
家
庭
は

80
％
だ
が
、
町
内
の
ネ
ッ
ト
環

境
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。
各

家
庭
の
通
信
環
境
次
第
で
は
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
に
よ
る
格
差
が

生
じ
る
の
で
は
。

今
回
導
入
す
る
端
末
機

器
は
常
時
家
庭
に
持
ち

帰
る
の
で
は
な
く
全
学
年
に
対

応
で
き
る
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て

主
に
学
校
で
使
用
し
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
特
に

低
学
年
児
童
に
配
慮
が

必
要
。
導
入
後
の
維
持
費
や
更

新
料
、
活
用
計
画
と
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
も
重
要
課
題
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
匿
名
を
利

用
し
他
人
を
誹
謗
中
傷
し
命
を

奪
う
犯
罪
も
多
く
発
生
し
て
い

る
が
。道

徳
教
育
や
警
察
、
教

育
セ
ン
タ
ー
の
人
材
を

活
用
し
て
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の

向
上
を
図
る
。

『
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
』

で
今
後
の
社
会
シ
ス
テ

ム
が
変
わ
る
。
今
こ
そ
デ
ジ
タ

ル
化
や
新
し
い
地
域
の
あ
り
方

を
作
り
出
す
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

て
公
共
施
設
管
理
、
命
を
守
る

農
業
や
産
業
力
を
築
く
た
め
に

前
進
す
る
べ
き
で
は
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
迎

え
町
を
活
性
化
す
る
た

め
に
改
革
の
志
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
実

現
に
向
け
た
教
育
行
政
は

＊ＧＩＧＡスクール構想とは＊
　児童生徒１人に１台の端末と高速大容量の通信ネットワークを一体的に
整備して、特別な支援を必要とする子どもを含め、多様な子ども達に個別
最適化された教育ＩＣＴ環境。
『１人１台端末』の活用で充実する主な学習例
○大学、海外、専門家との連携、過疎地や離島の子ども達が多様な考えに
触れる機会、入院中の子供と教室をつないだ遠隔教育。

○真贋様々な情報を活用する各場面（収集 ･発言）における情報モラル教育。
○調べ学習や表現・制作学習

環道交通は時計回りの一方通行、
信号や一時停止の規制を受けない

問

総
務

課
長問教

育
長問

総
務

課
長問町

長問

教
育

長問教
育

長問

町
長
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○
６
月
25
日
（
木
）

平
山
（
須
恵
）
3
号
線
法
面
崩
壊

災
害

土
地
改
良
設
計

　

委
員
会
意
見　

早
期
着
工
を
。

総
務
建
設
経
済
常
任
委
員
会

○
５
月
18
日
（
月
）

今
井
地
区
集
落
道
拡
幅
事
業
（
道

路
及
び
排
水
路
改
良
補
償
費
）

　

委
員
会
意
見　

歩
行
者
等
の
安

全
確
保
の
為
、
早
期
の
完
成
を
。

○
５
月
21
日
（
木
）

あ
さ
ぎ
り
駅
前
東
側
駐
車
場
用
地

購
入

　

免
田
東
１
４
３
７
―
１
他
３
筆

　
　
　
　

２
，
６
０
８
．
７
７
㎡

　

鑑
定
評
価
額

　
　
　
　

２
４
，
０
０
０
千
円

　

委
員
会
意
見　

「
町
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
土
地
で
あ
り
、
早
急

に
購
入
す
べ
き
」
と
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
見
守
っ
て

か
ら
で
は
」
と
の
意
見
あ
り
。

○
５
月
28
日
（
木
）

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
委
員
会

条
例
の
一
部
改
正
及
び
お
か
ど
め

幸
福
駅
周
辺
整
備
基
本
計
画
策
定

会
議
の
設
置

　

委
員
会
の
意
見　

あ
さ
ぎ
り
駅

及
び
お
か
ど
め
幸
福
駅
周
辺
の
活

性
化
に
向
け
て
積
極
的
な
議
論
に

期
待

幸
野
溝
・
中
球
磨
・
百
太

郎
溝
土
地
改
良
維
持
管
理

費
負
担
金

　

委
員
会
意
見　

大
雨
時

の
地
域
排
水
を
各
河
川
へ

放
流
・
防
火
用
水
等
大
き

く
地
域
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
承
知
ず
み
で
あ
り
支

援
す
べ
き
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

○
５
月
25
日
（
月
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
関
連
を
含
め
13
事

項
に
つ
い
て
所
管
事
務
を
調

査
し
た
。
条
例
改
正
に
つ
い

て
は
上
位
法
改
正
に
伴
う
も

の
が
主
な
の
で
、
省
か
せ
て

も
ら
う
こ
と
と
し
て
、
身
近

な
事
項
の
み
の
抜
粋
の
報
告

と
す
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
伴
う
児
童
生
徒
１
人
１

台
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
整
備

に
つ
い
て

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
と
は
、
文
部
科
学
省
が

義
務
教
育
を
受
け
る
児
童
・

生
徒
１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン

を
整
備
し
「
子
ど
も
１
人
１

人
に
合
わ
せ
た
教
育
の
充
実

を
計
る
構
想
」
で
あ
り
、
あ

さ
ぎ
り
町
に
お
い
て
も
１
，

４
１
９
台
導
入
予
定
で
あ

る
。
将
来
は
、
学
校
で
の
指

導
の
下
で
、
各
家
庭
へ
持
ち

帰
ら
せ
て
の
学
習
に
も
活
用

す
る
こ
と
と
す
る
が
、
第
一

段
階
の
整
備
と
し
て
学
習
ソ

フ
ト
を
利
用
し
て
学
校
内
で

の
活
用
で
あ
る
。
価
格
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
質

疑
が
多
く
出
さ
れ
た
。

夏
季
振
替
授
業
期
間
の
低
学

年
対
象
の
下
校
時
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
用
に
つ
い
て

　

７
月
21
日
〜
８
月
31
日
の

期
間
、
１
〜
２
年
生
、
時
間

帯
に
よ
っ
て
は
３
年
生
を
含

み
、
概
ね
２
㎞
以
上
の
児
童

を
対
象
と
す
る
。
運
用
時
を

想
定
し
た
具
体
的
要
点
に
つ

い
て
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

常
任
委
員
会
報
告

須恵平山３号線法面崩壊現場
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○
５
月
19
日
（
火
）

　

令
和
２
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
日
限
り
で
開
催
さ

れ
た
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
議
員
改
選
に
伴
い
、
空
席
に

な
っ
た
議
長
に
、
指
名
推
薦
に
よ
り
、
全
会
一
致
で

永
井
英
治
議
員
が
選
任
さ
れ
、
又
、
消
防
庁
舎
建
設

調
査
特
別
委
員
会
委
員
長
に
橋
本
誠
議
員
が
選
任
さ

れ
た
。

議
案
第
３
号
物
品
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
更
新

事
業

　

契
約
金
額

　
　

５
５
，
３
３
０
，
０
０
０
円

　

契
約
の
相
手
方

　
　

熊
本
市
東
区
健
軍
１
丁
目
31
番
７
号

　
　

株
式
会
社
田
原
商
会

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

成
良
仁
志

　

議
案
１
件
を
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
た
。

上球磨消防組合議会

一部事務組合報告

人吉球磨広域行政組合議会

○
５
月
29
日
（
金
）

　
令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

４
月
の
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
議
員
の
改
選

に
伴
い
、
空
席
と
な
っ
て
い
た
議
長
に
つ

い
て
は
議
長
選
挙
に
よ
り
多
良
木
町
選
出

の
村
山
昇
議
員
を
選
任
、
議
会
運
営
委
員

に
、
上
球
磨
地
区
か
ら
あ
さ
ぎ
り
町
選
出

の
皆
越
て
る
子
議
員
が
指
名
さ
れ
た
。

陳
情
第
１
号

　

令
和
元
年
７
月
12
日
に
４
つ
の
農
業
団
体

よ
り
連
名
で
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、

「
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
当
施
設
で

の
焼
却
処
理
に
つ
い
て
困
難
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
、
処
理
に
つ
い
て
県
内
の
産
業
廃
棄

物
の
処
理
業
者
に
処
理
委
託
で
き
る
見
通

し
」
と
な
り
、
令
和
２
年
４
月
17
日
付
け
で

取
り
下
げ
願
出
書
が
提
出
さ
れ
、
議
会
に
お

い
て
了
承
し
撤
回
さ
れ
た
。

公立多良木病院企業団議会

○
５
月
26
日
（
火
）

　

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
あ
さ
ぎ
り
町
議
会

の
改
選
に
伴
い
「
議
席
の
決

定
」
「
副
議
長
の
選
挙
」
お
よ

び
「
議
会
運
営
委
員
の
選
任
」

並
び
に
４
件
の
専
決
処
分
の
承

認
に
つ
い
て
慎
重
審
議
を
行
っ

た
。
指
名
推
薦
に
よ
り
、
副
議

長
に
あ
さ
ぎ
り
町
選
出
の
難
波

文
美
議
員
、
議
会
運
営
委
員
に

豊
永
喜
一
議
員
、
溝
口
峰
男
議

員
が
選
任
さ
れ
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に

か
か
る
法
改
正
施
行
に
伴
う
条

例
改
正
３
件
と
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
機
械
備
品
購
入

費
の
補
正
予
算
を
承
認
し
た
。

　

大
島
企
業
長
よ
り
、
医
療
用

ガ
ウ
ン
、
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス

ク
、
エ
タ
ノ
ー
ル
消
毒
液
の
納

品
が
増
加
し
職
員
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
配
布
が
可
能
に
な
っ
た

旨
、
報
告
が
あ
っ
た
。



委  

員  

長  

岩
本
　
恭
典

副
委
員
長  

皆
越
て
る
子

委
　
　
員  

永
井
　
英
治

　
　
　
　  

豊
永
　
喜
一

　
　
　
　  

橋
本
　
　
誠

　
　
　
　  

小
谷
　
節
雄

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と

も
に
、
被
災
者
の
皆
様
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
の
災
害
は
、
私
た
ち
が
想
定
す

る
以
上
に
大
規
模
化
・
頻
発
化
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
常
識
を

捨
て
、
新
た
な
考
え
で
災
害
に
対
処
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
【
自
分
の
命
は
自
分
自
身
が
守
る
】

と
い
う
強
い
意
識
が
よ
り
必
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ

れ
に
は
限
界
が
あ
り
、
国
・
地
方
自
治

体
の
更
な
る
防
災
・
減
災
の
対
策
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
町
民
の
負
託
を
受
け
た
我
々
議
員
も
、

「
生
命
」
・
「
身
体
」
・
「
財
産
」
を

守
る
観
点
か
ら
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
努
力
・
邁
進
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
自
覚
・
再
認
識
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

※

今
号
の
【
議
会
だ
よ
り
】
は
、
豪
雨

　
災
害
の
影
響
で
発
行
が
遅
れ
た
た
め
、

　
「
議
員
紹
介
」
の
内
容
が
災
害
以
前

　
の
文
面
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。

（
岩
本
　
恭
典
）

議
　
長
　
　
德
永
　
正
道

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
868-0422　

熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
上
北
1855

番
地

TEL（
0966）

47-0312・
FA
X（
0966）

47-0265
E-m

ail syoki-gikai@
asagiri.kum

am
oto.jp　

印
刷
：
㈱
協
和
印
刷

聞かせて

★お願い★「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

記
後
集
編

者
任
責
行
発
・
集
編

会
員
委
別
特
査
調
報
広

このコーナーは町民の皆さまから
議会に対する事や町への要望を寄
稿していただき、作成しています。
議員が依頼に伺った際は、ご協力
をお願い致します。

■表紙の写真について

タイガーダムとは、土のうや
砂袋に替わる水のう型浸水防
止システムです。

ヒデキ！感激!!コウジ！還暦!!

岡原（岡麓）地区

溝辺　浩治さん

とれ体要守指ば

■

砂
止

町内の方々に寄稿していただきました

民 の 声町

　私たちがあさぎり町須恵に住んで５年が経ちました。須
恵は人口が少ないですが、自然豊かで子供が喜ぶ駄菓子の
お店や小さな公園もあります。これまで夕方や休日には、
子どもたちの元気な声が響いていましたが、今年はコロナ
により学校等は長期休みや自粛をしなければならなくなり
ました。その間子どもたちは、友達とも会えずどこにも行
けなくてストレスが溜まっていました。家庭では、食費や
感染対策用の物品購入費用等が増え、金銭面での負担が多
くなりました。自粛解除後は、子どもたちの元気な声が響
いて嬉しかったですが、第２波の恐れもあるので、手洗
い・うがい・消毒を続けて注意していきます。皆の元気な
笑顔がずっと続くような町であるように期待しています。

　終りが見えぬ“新型コロナウイルス”によりすべての業界
に多大なる影響が発生しており、一日でも早く終息するこ
とを願っております。私が携わっている旅行・観光業界で
も大変な打撃を受けております。そのなかで、政府（観光
庁）の「GoToトラベルキャンペーン」が、８月上旬より始
まる予定で多大なる期待をしたいと思います。
　普段は、人吉球磨地域より日本国内外にお客様をご旅行
に案内しています。あさぎり町をはじめ、球磨人吉地域に
は優れた観光スポットがありますが、残念ながら有機的に
結びつけていないと感じます。
　私は、８月にとうとう60歳の誕生日を迎えます。目に入
れても痛くない（？）孫は現在４人いますが、12月に５人目が生まれます。可愛い孫の成長を
感じつつ、毎日の晩酌を楽しみながら穏やかな日々を過ごしたいと思います。
　最後に、行政、議会、町民とがっちりスクラムを組み、孫たちに誇れる「あさぎり町」になれば
と願います。

岡原（岡麓）地区

須恵（屯所）地区

田上　亜理沙さん

　私
恵は
お店
子ど
によ
まし
けな
感染
くな
いて
い・
笑顔須恵（屯所）地区


